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口
問 1

( い ) 与式 = 9
+

5

=冼

(2) 与 式 = 9 × 6

= 5～

( 3) 5 式 =照
問 2

くじの 引 き 方 は 9通 り

教室 清掃 の担当 になるのは 偶数 のく 心 を

引 いたときなので 4通 り ( 2
,
4
,

6
,

8 )

よって
、確率 は意

問 3

に欠 関数 の 式 を Y = ax - b とおくと , 表 より

6 = - atb 一 の ① a = 1 を ① に代入 して

3② 6= - ( _- 1 ) tb

3 = - 3 a ∴ b = 5

∴ a = - 1 よて Y = - xt5
～～

表 の 口 は x = 0 のときの Y の 値 なので

Y = 0 t 5 = 5 凸



問 4

円 すの 高 さを xcm とすると 、

6 x 6 × T π × x × B = 132
π

12 x = 132 : x = 11

よ
。 て 円 すの 高 さは 11 cm

～

問 5

( x - a xx - b ) = x - bx - ax tab
= x - (atb ) x tab

x
2 - □ x + 14 = x- ( atb )

x.～

より
,

ab = 14
.

2 つの 自然数 をかけて 14 となるのは

① a = 2 α とき b = 7 *a = 17 のとき b = 2

② a = 14 のとき b = 1 a = 1 のとき b = 14 でも

良 い

よってて

① のとき a tb = 2 + 7 = 9
② のとき a tb = 14 t 1 = 15

したがって □ に 当 てはまる 数は 9
.

15
～



問 6
.

OABC は 二等辺
し 三角形 なの
750

∠ ACB =∠ CAB = 750
い

LABC = 180
~

- 175
'

× 2

) 300 (750 = 30

い

X

p
⑩⑩

: } い X
7

11

い い

X

① ∠ ABC の = 等分線 を描 く

② BC の 垂直 =等分線 を描 く
③ ①

.

② の 交点が P . ( PB = PC より OPBC は

=等辺三角形
。

必 ⑦

よって ∠PBC =∠ PCB = 15)
い ィ

∞ .

= 等辺三角形 の

性質



回
問 1

a = 1
,
b = 2

,
c = 2

.

d = 4

aceatb + ced は

1 け 2 + 2 + 4= となり

5 の 倍数 ではない 。

問 2
a を

, かけられる 数 m
,
かける 数 n の 積 として

a = mn とすると ,
b

.
C . d はそれぞれ m

.
n を

使 て
廾

→ b = mint )
m～

n nt
1

c = (mtl ) ～
～

↓
m mn m( d = cmt 1 ) ( nt
)～

廾 @

と表 すことができる 。
このとき 4つの

m + 1 (Mt1 ) n (mi ) (ney⑨ 数 の 和 A tb + ctd は

atbtctd = mn t m ( nt 1 ) t ( mel ) n ( mti ) lny～
～ n～ m

m

= mnt mn t n t mut ht mnt mtht l
mhm mM

= 4 mn ← 2mt 2 n t 1



= ( 2 m t 1 )( 2 n t 1 )

= { mcm" } { nenti}
n ～ m

X 2mf 1 = mtm t 1
,

2 nt 1 = ntht 1

となる
。 したがって 縦横 に 隣 り 合 う 4 つの数 の 和 は

くかけられる数 の 和 ) × (かける 数 の 和 ) である 。

問 3
.

かけられる 数 の 和

xt xt 1

① t2
= 2 xt 1

っ

かける 数 の和
YtYtl tY + 2

= 3 y t 3

↳
= 3 ( は + 1 )

h

6 つの 数 の 和 はしかけられる 数 の 和 ) × ( かける 数 の和)し

と等 しいので
2 x + 1 )( c 3 ( は + 1 ) = 162

m

6 つの 数 の 和
九九 なので一番下

両辺 を 3 で 割 て
2 xt1) ( t 1 ) =54y

一番右 は 9
.

ここで 表 が 九九 であることに 注意 すると
～

xtk 9 , y + 2 c 9 ixc 8 .
ygm ～



また ,
九九 で 2 つの積 が 54 となるのは

6 × 9
,

9 × 6

である 。

① 2xt 1 = 6
. yt 1 = 9 のとき

( 2 xt) (+1
) )

x = 25 ,
y =

.

x
. は 9以下 の 自然数 なので8

不適

② 2xt 1 = 9
.

yt 1 = 6 のとき

( 2xt "(t9 6 )
x= 4

.

y = 5 で 適 する 。

よって
,
x = 4

,
y = 5

～～

②
問 1 点 A は Y = 2 x

±

にあり Y = 8 なので 、

8 = 2xs :
x
= 4 x = ± 2

点 A の x 座標 は 正 なので x = 2

点 B は 点 A と Y軸 について 対称 なので

点 B の x 座標 は 一 2
^

y

よって 点 A と 点 B の

彡
……2

> x

距離 は先
-2 2



問 2
Y = ax ” におて x が P から q まで 変化するときの
変化 の 割合 は a ( p + q ) で 表 すことができる 。

～

～

また 。 1次関数では 傾 き = 変化 の 割合 である
mnmm

Y = ax において xがから 3 まで 変化するときのノ
変化 の 割合 は
a ( 1 t 3 ) =4

一方
,
Y = x + 2 の 変化 の割合 はよって

a =14 ⇒ 装
(別解?

y y = ax
.

x = 1 のとき y = a

x = 3 のとき y = 9 a

よて 変化 の 割合は薪 3
-9 a- a ==

…

:
> x

Y = x + 2 の 変化 の割合 はしたがって

a =14 ⇒ 装



問 3

し )

Y =Bx
2

点 P は 線分 AB 上 に

あるため ,
Y 座標 は 3

.っ
3

( 3
,
3 ) よって P lt , 3 )

.

剩 直線 PQ が原点 を通 る粼 ので , Y =ax とお c と

3 = at ⇒ a = B
よって 直線 PQ は

y=
Y = - 3x

=

点 C は y = - 3 x
上 にあり x

=

1なので y = - 3

: . C (
.

- 3 )
.

点 Q は 線分 CD 上 にあるので Y 座標 は - 3
.

また
,
点 Q は y Ex エにあるので, x 座標 は
- 3 = Ex⇒ x = - t

よて Q
(

t . - 3 ) ～ ～
～



(2 )

台形 PQCA の 面積

3酒
AP =

3 . - t

. CQ = 1 -1

(- 3 ,3 )
. ( 3

,
3 ) 高 さ = 3 + 3 = 6

七 夊
より

議
Q

ノ 3-*
沿一 の0
((1 -3 )

a∵5(
2
)

台形 ABCD の 面積
AB = 6

.

CD = 2
. 高 さ = 6 より

6== 一の
の
,② より

台形 PQCA の 面積) = 上 × 台形 ABCD の 面積)(

よって
,
直線 PQ は 台形 ABCD の 面積 を

2 等分 する
。



凹
問 1

線分 AD は < BAC

= 等分するのでを
∠ DAC = 350

5。今5 の

L AD C について

ィ AD = CD より = 等辺
三角形

。
よって

, 底角 が
入

い
(350

等 しいから

∠ ACD = 350

ゆえに ,

∠ADC = 180 -(35 ± 35 )

= 11
m

問 2 い )

(悠斗 さんの 証明 )

DABD と OCED において
,

に 対 する 円周角はC
～

0
w⑦
等 しいから

回 X LABD = LCED - ①
X

また
、
対頂角 は 等 しから

間 LADB =∠ CDE 一 ②



① . ② から 2 組 の 角 がそれぞれ 等いので
～

ABD ∞ OCED

(2 )

OABE と OADC におて

仮定 より
X
X

AB =AD - ①
X 彡

A に 対 する 円周角 は

リ
入 ⑦ 等 しいので

∠ BEA = LDCA - ②
⑦

また 。 仮定 より

∠ BAE = ∠ DAC 一 ③

よって

∠ ABE = 180 LLBEA T LBAE )ー④
ADC = 180- cTHapctDAC)∞π 一

②
.

③
.
④

,
⑤ より

LABE = LADC ー⑥

①
,

②
.

⑥ より 1 組 の 辺 とその 両端 の 角 が
それぞれ等 しので

、

LABE ≡ LADC (証明終わり )



⑤
問 1

25
c

以上の 日数 は、
1972 年

26 + 8 + 4 1 = 39 日
～

⑦

2021 年

10 T 15 t 12 t 6 = 43 日
～

⑨
よって

,
A 市 の 夏日 の 日数 は

、

1972年 と 2021年 では
43 - 39 = 4 日 しか 変わら

⑪ない
。

問 2
( 1 )

⑪

m

～

～

ー
⑩ ⑩

～

⑦

～

～
⑦ ⑩ ② ⑤ ⑧

ー



( 2 )

度数 で 比較 するには ×期間 と 「期間 の

それぞれの 合計 が 同 じでないと 比較できない 。

よって , ×期間 と Y 期間 では 度数 の 合計
wn

異 なるので 相対度数 で 比較 している 。

～

( 3 )

2 つの 度数 折 れ線 が 同 じような 形 をしていて

X 期間 の 方 が Y 期間 よりも 左側 にある
。

よて × 期間 は Y期間 より 夏日 の年間日数
が 少 ない 傾向 にあるので 、 50 年 くらい 前

は

今 と 比 べて 涼 しかたといえる 。

可


